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	 講演題目：海洋生態系におけるウィルスの役割

	 講演者名：永田　俊　教授（東京大学海洋研究所）

	講演の概要

通常の海水１ｍｌ中には、約１０００万に達するウィルス様粒子が懸濁しており、その大部分は細菌（シアノバクテリアを含む）に感染する bacteriophageであると考えられている。過去１０年間に、海洋環境におけるウィルスの時空間分布や遺伝子からみた海洋ウィルスの特性について の情報が急速に蓄積されている。それらの結果をもとに、ウィルス感染が、海洋生態系における微生物群集の多様性や、遺伝子の水平伝播、さらには、地球規模 の炭素循環にも、大きな影響を与えている可能性が指摘され始めている。しかし、ウィルスによる生態システムの制御ついての定量的な実証データは乏しく、 ウィルスの役割を実装した、海洋生態系モデルの構築の試みは、まだ端緒的な段階にあるといえよう。本セミナーでは、海洋ウィルスの生態学の基本概念や研究 の現状についてレビューするとともに、ウィルスによる、微生物の多様性の支配や、炭素循環パターンの制御に関する、講演者らの研究グループによる最近の研 究成果を紹介する。
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